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渡
島
管
内
森
町
濁
川
地
区
は
直
径
約
２
・
５
キ
ロ
、
周

囲
10
キ
ロ
の
小
さ
な
カ
ル
デ
ラ
の
中
に
あ
る
。
歴
史
の
あ

る
温
泉
地
で
あ
り
、
こ
こ
は
地
熱
発
電
所
の
熱
水
や
豊
富

な
温
泉
水
を
野
菜
な
ど
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
活
用
し
た
先
進

地
で
も
あ
る
。

　

濁
川
温
泉
に
は
、
江
戸
時
代
の
１
７
９
８
（
寛
政
10
）

年
に
奉
納
さ
れ
た
薬
師
如
来
像
の
小
さ
な
御
堂
が
あ
る
。

１
８
０
７
（
文
化
４
）
年
に
温
泉
場
の
開
設
を
幕
府
に
願

い
出
て
、幕
府
下
役
の
小
川
喜
太
郎
と
間
宮
林
蔵
が
訪
れ
、

山
道
の
開
削
を
命
じ
た
の
が
濁
川
温
泉
の
開
湯
と
さ
れ
る
。

当
時
、
温
泉
は
遊
興
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
湯
治
場
と

し
て
病
や
け
が
を
癒
や
す
重
要
な
入
院
医
療
施
設
だ
っ
た
。

こ
こ
に
は
大
型
施
設
は
な
い
が
、
現
在
７
軒
の
泉
質
の
異

な
る
温
泉
が
点
在
す
る
。

　

カ
ル
デ
ラ
は
噴
火
に
伴
う
火
口
周
辺
の
陥
没
で
で
き
る
。

火
山
国
の
日
本
に
は
数
多
い
が
、
そ
の
中
で
規
模
が
最
も

小
さ
い
も
の
の
代
表
が
濁
川
で
、「
濁
川
型
カ
ル
デ
ラ
」

と
い
う
分
類
が
あ
る
。
濁
川
カ
ル
デ
ラ
が
で
き
た
の
は
約

１
万
２
０
０
０
年
前
。
カ
ル
デ
ラ
地
は
開
墾
さ
れ
水
田
と

畑
に
な
っ
た
。
外
輪
山
に
は
濃
い
緑
が
茂
る
。
温
泉
は
カ

ル
デ
ラ
の
北
側
に
片
寄
っ
て
い
る
。

　

航
空
写
真
を
よ
く
見
る
と
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
水

田
と
畑
の
中
に
、
何
列
も
連
な
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
あ

る
。
濁
川
温
泉
郷
が
ど
の
温
泉
地
と
も
違
う
の
は
、
水
田

や
畑
の
中
に
小
さ
な
温
泉
宿
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
ど
こ
に
も
温
泉
街
は
な
い
。

　

森
町
に
よ
る
と
、
現
在
、
濁
川
地
区
は
水
田
３
２
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
畑
62
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
農
家
は
55
戸
、
農
業

従
事
者
は
１
３
０
人
。
昨
年
末
の
地
区
の
総
世
帯
は
１
１

０
戸
、
人
口
は
２
８
６
人
だ
か
ら
、
住
民
の
半
数
が
農
家

で
あ
る
。
か
つ
て
夏
季
は
農
業
、
冬
は
本
州
へ
の
出
稼
ぎ

や
造
林
現
場
で
働
い
た
と
い
う
。
い
ま
は
、
温
泉
水
や
地

熱
を
活
用
し
た
ハ
ウ
ス
栽
培
で
、
端
境
期
の
ト
マ
ト
や

キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
が
軌
道
に
乗
り
、
農
業
だ
け
で
生
活
が

成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

温
泉
水
を
利
用
し
た
野
菜
な
ど
の
栽
培
は
１
９
１
０
（
明

治
43
）
年
ご
ろ
か
ら
試
み
ら
れ
て
い
た
が
、
本
格
的
に
始

ま
っ
た
の
は
、
国
費
が
投
入
さ
れ
た
１
９
７
０
（
昭
和
45
）

年
の
稲
作
転
換
特
別
対
策
事
業
か
ら
だ
。36
棟（
８
３
９
５

平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
ハ
ウ
ス
で
野
菜
栽
培
が
始
ま
り
、
現

在
は
、
31
戸
６
５
０
棟
以
上
の
ハ
ウ
ス
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。
地
区
内
に
は
約
70
本
の
泉
源
が
あ
り
、
45
～
60
度
の

温
泉
水
が
毎
分
50
～
１
０
０
リ
ッ
ト
ル
湧
出
す
る
。

　

た
だ
、
自
前
の
温
泉
を
掘
り
当
て
ら
れ
な
い
農
家
は
、

ハ
ウ
ス
栽
培
を
羨
望
の
思
い
で
見
つ
め
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
願
い
は
84
年
、
地
熱
発
電
の
北
電
森
発
電
所
の
営
業

運
転
開
始
か
ら
２
年
後
に
か
な
っ
た
。
地
区
再
編
農
業
構

造
改
善
事
業
で
国
費
が
投
入
さ
れ
、
温
泉
水
を
利
用
で
き

な
か
っ
た
農
家
16
戸
に
69
棟
の
ハ
ウ
ス
が
整
備
さ
れ
た
。

地
熱
発
電
は
、
地
中
か
ら
集
め
た
熱
水
や
蒸
気
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
発
電
機
の
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
が
、
使
用
後
は
温
度

を
１
２
０
度
ま
で
下
げ
て
地
下
深
く
に
戻
す
。
そ
の
一
部

を
熱
交
換
機
で
65
度
前
後
に
下
げ
、
園
芸
ハ
ウ
ス
に
供
給

濁川温泉を代表する温泉旅館の新栄館。源泉掛け流しの
良質な湯使いが温泉ファンによく知られている。宿泊は
写真右の新館を利用する。旧館の浴室は温泉成分が析出
した歴史を感じさせる浴槽だ。食事は「地産地消」をモッ
トーに新鮮な地元産の食材を使い、米飯は自家栽培米を
提供する

渡島管内森町・濁川地区

地熱エネルギーでハウス栽培
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す
る
。
厳
冬
期
で
も
ハ
ウ
ス
の
中
は
15
度
を
下
回
る
こ
と

が
な
い
と
い
う

　

総
事
業
費
11
億
３
０
０
０
万
円
で
、
町
の
負
担
は
こ
の

う
ち
２
億
７
５
０
０
万
円
。
熱
交
換
機
４
基
は
国
と
町
が

半
々
、
ハ
ウ
ス
は
国
と
農
業
者
が
半
々
の
負
担
で
、
熱
交

換
機
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
年
間
約
１
０
０
０
万
円
は
全

額
利
用
組
合
（
全
16
戸
）
が
負
担
し
て
い
る
。

　

森
町
に
よ
る
と
、
ハ
ウ
ス
栽
培
は
ト
マ
ト
と
キ
ュ
ウ
リ

が
中
心
で
２
０
１
６
年
度
の
実
績
が
ト
マ
ト
６
９
０
ト
ン
、

キ
ュ
ウ
リ
１
２
７
ト
ン
、
そ
の
ほ
か
の
葉
物
６
ト
ン
。
道

内
外
で
野
菜
が
品
薄
に
な
る
秋
か
ら
春
先
に
出
荷
す
る
こ

と
で
所
得
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。
Ｊ
Ａ
森
支
店
の
出
荷

額
で
見
る
と
、
ト
マ
ト
は
全
出
荷
額
５
億
７
７
０
０
万
円

の
47
％
、
キ
ュ
ウ
リ
は
同
８
２
０
０
万
円
の
51
％
を
濁
川

地
区
が
占
め
る
。

　

課
題
も
あ
る
。

配
管
な
ど
未
更
新

設
備
の
老
朽
化
、

後
継
者
の
い
な
い

ハ
ウ
ス
問
題
、
大

規
模
停
電
に
備
え

た
地
熱
水
に
代
わ

る
予
備
熱
源
の
確

保
な
ど
だ
と
い
う
。

　

地
熱
利
用
の
ハ

ウ
ス
栽
培
先
進
地
、

濁
川
の
風
景
は
、

ど
こ
に
も
な
い
温

泉
地
の
風
景
だ
と

い
え
る
。

水蒸気を勢いよく上げる地熱発電所・北海道電力森発電所を望む（森町濁川地区）

ご
う
音
を
上
げ
て
水
蒸
気
を
噴
出
す
る

地
熱
発
電
の
北
海
道
電
力
森
発
電
所


